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お
知
ら
せ

対
　
象

○�

昭
和
46
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
結
婚
ま
た
は

入
籍
し
た
人
で
、
配
偶
者
と
死
別
し
、
そ
の
後
再

婚
し
て
い
な
い
人

○�

昭
和
45
年
以
前
に
結
婚
ま
た
は
入
籍
し
た
人
で
、

配
偶
者
と
死
別
し
、
そ
の
後
再
婚
し
て
い
な
い
人

（
こ
れ
ま
で
に
金
婚
夫
婦
表
彰
、
ひ
と
り
金
婚
表

ひ
と
り
金
婚
表
彰

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
私
道
（
生
活
道

路
）
の
復
旧
工
事
費
の
支
援
は
12
月
で
申
請
受
付
を

終
了
し
ま
す
。
工
事
は
令
和
４
年
２
月
末
ま
で
に
完

了
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
建
設
政
策
課

　
　
　
　
☎
33
４
１
１
６

　
新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和

６
年
７
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
私
道
の

復
旧
工
事
の
支
援
は

令
和
３
年
度
で
終
了
し
ま
す

　
農
業
生
産
力
の
増
進
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、

地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
、
主
に
次
の
活
動
の
促

進
や
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

③
新
規
参
入

農
業
委
員
会
に
相
談
く
だ
さ
い

�
・
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買

�
・
農
地
転
用

�

・
遊
休
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）

  

農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
り
組
み

農業委員・農業委員・
農地利用最適化農地利用最適化
推進委員を紹介推進委員を紹介
しますします

問合せ　農業委員会事務局　☎33-6342

地区名 農業委員 農地利用最適化推進委員

郡　築 白石　勝敏
（会長）

吉田　和功
本田　あゆ子
福島　正一

昭　和 松本　秀昭 齊藤　光幸
八千把 萩本　一浩 中 　千代志

八代・松高 倉井　正治 鞍本　敏男
太田郷・代陽
・宮地 有馬　日夫 吉川　美津治（太田郷・代陽）

林田　孝介（宮地）
龍　峯 森本　健 光永　信一

植柳・麦島 吉田　寛実 矢鉾　次義
高　田 髙野　康喜 山﨑　嘉智

金　剛
内田　孝光

（会長職務代理者）
木村　秀子

石田　雄一
鶴山　正行
有村　敏之
髙木　　淳

日奈久 橋本　一郎 杉本　秀雄
二　見 平野　英明 瀨本　浩和
坂　本 中村　和人 宮本　光治郎

千　丁 深田　　智
福本　啓治
髙橋　　豊
上原　　誠

鏡

本田　友治
（会長職務代理者）
吉永　安圭美
門田　静子
（中立委員）

福間　定一
藤山　利秋
橋本　正治
上村　正弘
上村　武敏
寺本　和男

東　陽 中野　敏憲 黒田　浩一郎
泉 松田　林一 岩村　広人

８月1日現在（敬称略）

※�委員の連絡先などは事務局に問合わせください。市ホームページ
にも掲載しています。

←

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
住
宅
を
復
旧
す

る
た
め
の
「
災
害
復
興
住
宅
融
資
（
建
設
資
金
、
購

入
資
金
、
補
修
資
金
）」
の
借
入
申
込
の
受
け
付
け

は
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
で
終
了
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
住
宅
金
融
支
援
機
構

　
☎
０
１
２
０
－
０
８
６
－
３
５
３

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

災
害
復
興
住
宅
融
資
の

借
り
入
れ
の
受
け
付
け
は

令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
ま
で




